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安
定

成
長

政
策

に
つ

い
て

の
-

試
論

顎

一

間
題

従
来

の
最

適
成

長
論

で
は

,

一

定
の
経

済
諸

量
あ

る
い

ほ
効

用

関
数

を
極

大
に

す
る

こ
と

を
最
適

性
の
基

準
に

し
て

い
る

.
小

論

で
は
産

出
物

,
雇

用
水

準
等

の
安

定
性

を
基
準

に
す

る
最
適

計
画

(
1
)

に
つ

い
て
考

察
し

,
そ

れ
に

よ
っ

て
い

わ
ゆ

る
安

定
成

長
政

策
に

基
礎

理
論

的
説

明
を

与
え

る
こ

と
を
意

図
す

る
･

初
め

に
我

々
は

簡
単

な
マ

ク
ロ

モ
デ

ル
を

設
定

す
る

･
我

々
の

モ
デ

ル
は

新
古

典
派

タ
イ

プ
で

あ
り

,
そ

の
特

徴
は
労

働
市

場
に

不
均

衡
を
許

し
,

貨
幣

と
価

格
を

明
示

的
に
導

入
し

た
点

に
あ

る
･

こ
の

モ
デ

ル
に

つ
い

て
,

均
衡

成
長

経
路

の
一

意
的
存

在
と

そ
の

鴇
臥

忠
彦

安
定

性
を
吟

味
す

る
.

そ
の
結

果
,

大
域

的
安

定
性

に
つ

い
て

は
,

一

般
的

に
は
保

証
さ

れ
な

い
こ

と
が

知
ら

れ
る

.
競

争
市

場
の

メ

カ
ニ

ズ
ム

に
よ

っ
て

安
定

性
が

保
証

さ
れ

な
い

な
ら

ば
,

安
定

化

政
策

の
必
要

性
が

生
じ

よ
う

.

そ
こ

で
,

政
策

目
標

と
し

て
均

衡
成

長
経

路
が
選

択
さ

れ
,

こ

の
政
策

目
標

の
実

現
の

た
め

に
労

働
市
場

の
操

作
を
考

え
る

.
積

極
的

労
働

力
政
策

お
よ

び
労

働
市

場
流
動

化
政

策
は

,
以

下
の

計

画
Ⅰ

で
は
労

働
市

場
の
超

過
需
要

曲
線

の
シ

フ
ト

を
,

計
画

II
で

ほ
労

働
の
就

業
率

の
変

動
を

一

定
の
範

囲
内

で
可

能
に

す
る

と
し

ょ
う

.
こ

の
日
も

安
定

化
政

策
と

し
て

設
定

さ
れ

る
計

画
Ⅰ

,
Ⅱ

ほ
そ

れ
ぞ

れ
以

下
の

内
容

を
持

つ
.

く
D

l
q～
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画
Ⅰ

:
任

意
の
初

期
状

態
に

あ
る
経
済

を
均

衡
成

長
経

路
に

(
2
)

極
小

時
間

で
到
達

さ
せ

る
.

計
画

Ⅱ
:

均
衡

か
ら

の
諸
変

数
の
葬

離
を
極

小
に

し
て
均

衡
成

長
経

路
に
到

達
さ

せ
る

.

小
論

の
主

要
な
問
題

は
こ

の
二

つ
の
計

画
の
最

適
解

を
求

め
る

こ

と
で

あ
る

.

※
小

論
を

作
成

す
る

た
際

し
,

荒
憲

治
取

鍋
谷
治

治
,

二
階
堂

副

包
,

梅
村

又
次

,
商
売

進
,

時
子

山
和

彦
の
各

先
生

お
よ

び
田

村
紀

之
氏

か
ら

多
数

の
貴

重
な

コ
メ

ン
ト

を
与

え_
ら

れ
た

.
こ

れ
ら

の
方

J4･
に

心
か

ら
感

謝
す

る
次

第
で

あ
る

.
し

か
し
小

論
に

誤
り

が
あ

る

な
ら

ば
,

そ
れ

ら
は

全
て
筆

者
に
帰

せ
ら

れ
る

こ
と

を
明

記
し

た
い

.

(
1
)

安
定

政
策

は
通

常
価

格
の
安

定
を

意
味

し
て

い
る

が
,

小
論

で

は
よ

り
広

義
に

生
産

物
,

雇
用

水
準

等
の
安

定
的
成

長
を

も
意

味
し

て
い

る
.

(
2
)

佐
藤

隆
三

〔
1
2〕

･
第

1
5

亭
｢
異

時
点

間
の
効

率
と
最
準

成
長

政
策
+

で
こ

の
種

の
計

画
問
題

の
基

本
的
叙

述
が

な
さ

れ
て

い
る

.

(
1
)

ニ
モ

デ
ル

Y
,

K
を

実
質

生
産

量
,

資
本

ス
ト

ッ
タ

,
E

を
雇

用
労

働
者

と
す

る
.

F
を

生
産

関
数

と
す

れ
ば

,

Y
-
F
[
K

,
E
]

(
1
)

で
あ

る
.

F
ほ

一

次
同

次
の
関

数
で

以
下

の
新

古
典

派
の
諸
条

件

を
満

足
す

る
.

F
i
>

0
,

F
i
i
<

0
,
i

-
1

,
2

F
l[

0
,

1]
-

-
,

F
l[

-
,

1]
-
0

,
F

2[
1

,
0]

-
-

,
F

2[
1

,
…
]

-
0

.

貨
幣

量
を

M
,

価
格

水
準

を
p

と
す

れ
ば

,
貨

幣
需

要
は

次

式
で

示
さ

れ
る

.

些
-

E
Y

(
2
)

P

貨
幣

は
外

生
的

に
一

定
の
増

加
率

で
供
給

さ
れ

る
.

h
-
e

M
(

3
)

貯
蓄

投
資

式
は
貨

幣
の
実

質
残

高
の
変

動
を

考
慮

し
て

,

k
＋
空

=
s(

y
＋
- M
)

(
.
)

P
P

(
2
)

と
な

る
.

労
働

需
要

は
労
働

の
限
界

生
産

力
で
決

定
さ

れ
る

.
w

を
貨

幣

賃
金

率
と

す
れ

ば
,

;
-
F

2[
K

･
E
]

･

(
5
)

労
働

供
給

は
外

生
的

に
与

え
ら

れ
る

.

L
-
}
L

(
6
)≡

_ +
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労
働

の
超

過
需

要
関

数
と

し
て

,
以

下
の

関
数

U
を
俊

足
す

る

(i)
-

u[ i]
(

7
)

た
だ

し
,

U
'

>
0

,
U

”

>
0

,
U
[

u
*]

-
0

で
,

u
*

は
一

時
的

或
い

は
摩

擦
的

失
業

を
除

い
た
完

全
雇

用
水

準
と
す

る
.

こ
の

水
準

で
は

,
実

質
賃

金
率

は
変

動
し

な
い

.

以
上

が
我

々
の

マ
ク

ロ
モ

デ
ル

を
構

成
す

る
7
個

の
方

程
式

で

外
生

変
数

は
M

,
L

,
内

生
変

数
は

Y
,

K
,

E
,

P
,

w
で

あ
り
変

数
の
合

計
も

7
個

で
あ

る
.

ま
た

s
,
A

,
”
,
0

は
正

の
パ

ラ
メ

タ

-

で
あ

る
.

以
上

の
モ

デ
ル

の
特

徴
は

,
S

o
l

o
w-

S
w

a
n

タ
イ

プ
の
新

古
典

派
モ

デ
ル

か
ら
労

働
の
完

全
雇

用
の
制

約
を
除

い
た

こ
と

,
お

よ

び
貨

幣
と
価

格
水

準
を

明
示

的
に
導

入
し

た
こ

と
,

こ
の

二
点

で

あ
る

.

我
々

の
モ

デ
ル

は
,

若
干

の
定

式
化

の
変

更
に

よ
っ

て
,

よ
り

現
実

的
な

モ
デ

ル
に

す
る

こ
と

が
可
能

で
あ

る
.

i
.

貨
幣
供

給
を
内

生
化

す
る

こ
と

.
つ

ま
り

♂
を

内
生

変
数

に
す

る
.

も
し

モ
デ

′
レ
を

コ
ス

ト
イ

ン
フ

レ
-

シ
ョ

ン
の
分

､

析
に
用

い
る

こ
と

が
目

的
な

ら
ば

,
新

た
に
貨

幣
賃

金
率

と

価
棉

水
準

と
の
間

に
一

定
の
関

係
式

を
導

入
す

れ
ば

i
';
ミ

.

笥
i
i

.
労
働

の
超

過
需

要
関

数
の
定

式
化

を
,

芸
-

u[
圭}

E]
と

す
れ

ば
,

こ
れ

は
周

知
の

P
h
i
l
l
i
p

s
C

u
r
v

e
に

伯
な

ら
(

4
)

な
い

.

i
ii

,
生

産
関

数
と
労

働
の
超

過
需

要
関

数
に
若

干
の
変

更
を
加

え
れ

ば
,

外
生

的
技

術
進

歩
を
容

易
に

モ
デ

ル
に
導

入
す

る

こ
と

が
で

き
る

.

我
々

の
モ

デ
ル

ほ
,

以
上

の
修

正
が
為

さ
れ

る
な

ら
ば

,
特

に

長
期

的
な
成

長
過
程

の
コ

ス
ト

イ
ン

フ
レ

ー

シ
ョ

ン
の

マ
ク

ロ
的

分
析

で
は
意

味
の

あ
る

モ
デ

ル
に

な
り

得
る

だ
ろ

う
.

し
か

し
小

請
で

は
,

我
々

は
そ

の
種

の
分
析

は
試

み
ず

,
基

礎
的

な
モ

デ
ル

の
分

析
に

と
ど

め
た

い
.

(
1
)

小
論

に
お

け
る
文

字
,

記
号

の
使

用
法

は
特

に
必
要

の
な

い
限

り
,

慣
例

に
従

う
.

各
変

数
は

時
間

の
関

数
で

あ
る

が
,

明
記

し
な

い
.

又
･

が
時

間
に

つ
い

て
の

導
関

数
を

示
す

こ
と

,
お

よ
び

⇔

が
同

値
関

係
を
表

現
す

る
こ

と
も

慣
例

に
従

っ
て

い
る

.

.
(

2
)

一
つ

の
例

と
し

て
T

o
b
i
n

〔
7
〕

の
第

7
式

を
見

よ
･

(
3
)

熊
谷

尚
夫

そ
の
他

〔
1
0〕

の
.

所
得

政
策

の
基

本
モ

デ
ル

p
p

･

6
4

-
7
4

は
資

本
蓄

積
を
含

ま
な

い
モ
デ

ル
で

,
貨

幣
賃

金
率

と
価
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蒋
水

準
の
間

に

言
-
I( 票)

,
i

,
0

な
考

関
係

を
仮

定
し

て
い

る
･

我
々

の
モ

デ
ノ
レ
は

,
そ

こ
で

の
静

学

的
モ

デ
ル

を
動

学
化

し
た

も
の

と
い

え
る

だ
ろ

う
･

(
4
)

P
h
i
ll
i

p
s
〔

4
〕

を
参
f
臥

な
お

L
i
p

s
e
y
〔

2
〕

そ
の
他

は
,
名

目
貸

金
の
決

定
に
価

格
水

準
の
影

響
が

無
視

で
き

な
い

点
を
強

調
し

た
.

我
々

は
価

格
の
効

果
を
考

慮
し

て
実

質
賃

金
の
変

化
率

が
失

業

率
(
就

業
率
)

に
対

応
す

る
と
考

え
た

･
P
h
il
l
i

p
s

C
t
l
r
V

e
を

労

働
市

場
の
超

過
需

要
関
数

と
解

釈
す

る
こ

と
は

か
な

り
一

般
的

で
あ

る
.

例
え

ば
,

P
h
i
l
li

p
s

の
原

論
文

〔
4
〕

お
よ

び
甫

〔
1
1〕

を
参

照
.

し
か

し
超

過
需

要
関
数

で
あ

る
な

ら
ば

,
通

常
の
経

済
理

論
に

従
つ

て
,

貸
金

の
成

長
率

で
な

く
,

変
化

率
が
失

業
率

(
労

働
市

場

の
需

要
と

供
給

の
バ

ラ
ン

ス
を

示
す
)

と
対

応
さ

れ
る

の
が

,
自

然

で
あ

ろ
う

.
我

々
の
定

式
化

は
以

上
の

理
由

に
基

づ
い

て
い

る
.

し
か

し竺
一
旦

=
u
[

u]
W

P

と
定

式
化

し
て

も
,

計
画

Ⅰ
の
第

五
節

を
除

け
ば

,
我

々
の
結

論
に

変
更

は
な

い
.

三
均

衡
成

長
経

路
の
性

質

こ
の
節

で
は

,
均

衡
成

長
経
路

が
一

番
的

に
存
在

す
ろ

こ
と

を

確
認

し
,

つ
ぎ

に
均
衡

成
長

経
路

の
持

つ
い

く
つ

か
の
性

質
を
検

討
す

る
.

k
,

w
,

m
,

u
を

そ
れ

ぞ
れ

,

k
-i

･
w

-
盟

,
-

-

p 7
,

u
-

言

M
E

P

と
定

義
す

れ
ば

,
モ

デ
ル

は
以

下
の

四
個

の
方
程

式
で
表

現
さ

れ

る
.

k
-

s
F
[
k

,
u]

-

(
1
-

s)
O

m
-
1
k

TV
-

u
[

u]

w
-
F

2[
1

,言
]

m
-

G
F
[
k

,
u]

三
番

目
の

方
程

式
の
逆

関
数

を
次

式
で

定
義

す
れ

ば
,

生
産

関

数
の
仮

定
か

ら
こ

の
道

関
数

の
性

質
が

得
ら

れ
る+

号
-

4
[

W
]

･
¢

′

<
0

･
Q
[
0]

-
-

,
¢
[

-
]

-
0

･

関
数
¢

に
よ

っ
て

,
上

の
四
個

の
方
程

式
は
整

理
さ

れ
て

,

k 望i
k
F
[
l

,
¢
(

W
)
]

-

)
k

(
8
)

舟
-

u
[
k
¢
(

W
)
]

(
9
)

と
な

り
,

我
々

の
体

系
は

二
つ

の
微

分
方
橿

式
に
帰

着
す

る
.

C
b

最
初

に
微
分
方
程
式

の
蒐
常

点
(
k

*

,
W

')
を
求

め
る

.

_
(

8
)

笥
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式
の

左
辺

を
0

と
し

て
,

0
-
S
F
[
1

,
¢
(

W
*)
]
-

i

0
-

U
[
k

*

¢
(

W
*)
]

.

変
数

z
に

つ
い

て
の
関
数

F
[
1

,
z]

,
¢
(

z)
,

U
(

a)
の
連

続
か

つ

単
調

な
性

質
か

ら
,

定
常

点
(
k

,

*

w
*)

の
一

意
的
存

在
は

明
ら

か
で

あ
る

.

次
に
経

済
が
定

常
点

(
k

,

*

w
*)

に
存

在
す

る
時

の
状

況
を

求

め
る

.
以

下
で

は
1

.

均
衡

成
長

2
.
有

効
性

3
.

価
格

水
準

の
三

つ
の
側

面
か

ら
考

察
す

る
.

1
.

均
衡

成
長

経
路

経
済

が
定

常
点

に
位

置
す

る
時

,
各

内
生

変
数

ほ
,

言
-芸

-芸
-
l

･芸
-言

-
o
-
i

で
成

長
し

て
い

る
,

実
質

賃
金

率
は

一

定
値

だ
か

ら
要

素
の
投

入

に
対

す
る

分
配

率
は

一

定
と

な
り

,
ま

た
労

働
市

場
で

は
完

全
雇

用
が

実
現

し
て

い
る

.
か

く
て
定

常
点

(
k

,

I

w
*)

は
均

衡
成

長

経
路

で
あ

り
,

そ
れ

は
一

意
的

に
存

在
す

る
.

2
.

有
効

経
路

通
常

の
新

古
典

派
成

長
モ

デ
ル

と
同
様

こ
の

モ
デ

ル
で

も
,

長
期

的
に

実
現

可
能

な
最

大
成

長
率

は
,

外
生

的
な
労

働
供

給
の

成
長

率
に
等

し
い

･.
1

で
明

ら
か

な
よ
う

に
,

定
常

点
で

は
実

質
生

産
eヽ

■ヽ

量
,

資
本

ス
ト

ッ
ク

と
も

に
労

働
供

給
の
成

長
率

}
に
等

し
い
率

で
成

長
し

て
お

り
,

均
衡

成
長

経
路

は
同

時
に

,
上

記
の
意

味
で

(
2
)

の
有

効
成

長
経

路
と

な
っ

て
い

る
.

3
.

安
定

成
長

経
路

経
済

が
定

常
点

に
あ

る
時

,
貨

幣
当

局
が

貨
幣

供
給

の
増

加
率

β

を
,

労
働

供
給

の
成

長
率

}
に
等

し
く

さ
せ

る
な

ら
ば

,
価

格
水

準
は

一

定
と

な
る

.
こ

の
よ
う

な
貨

幣
政

策
が

維
持

さ
れ

る
な

ら

ば
,

イ
ン

フ
レ

ー

シ
ョ

ン
の
問
題

は
回

避
さ

れ
る

だ
ろ
う

.

経
済

が
定

常
点

(
k

,

*

w
*)

に
存

在
す

る
時

,
そ

の
成

長
経
路

は
以

上
の
性

質
を
備

え
て

い
る

.
こ

の
よ

う
な

成
長

経
路

を
以

下

で
は

,
黄

金
時

代
経

済
と

定
義

す
る

.

黄
金

時
代

経
済

は
政

策
当

局
に

と
っ

て
十

分
に
望

ま
し

い
状

態
と
思

わ
れ

る
か

ら
,

政
策

目

標
に

す
る

こ
と

は
妥

当
で

あ
ろ
う

.

(
1
)

S
-

s
-(

1
-

s)
K
e

で
あ

る
.

以
下

0
<

S
<

1
と
仮

定
す

る
.

し
た

が
っ

て
貯

蓄
性

向
s

は
,

H
O

T
両

<
s
<

1

を
繭

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

.

(
2
)

こ
の

モ
デ

ル
で

は
貨

幣
の
供

給
増

加
率

♂
が

,
外

生
的

に
一

定
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⊃)

で
与

え
ら

れ
て

い
る

の
で

こ
の

よ
う

に
な

る
.

も
し
e

が
可
変

的
セ

あ
る

と
,

最
大

可
能

な
成
長

率
は

,

一

般
的

に
は

e
に
影

響
を

受
け

る
だ

ろ
う

.
な

お
1
a
b

o
r

-
a

u
g

m
e
n
t
i
n
g

な
外

生
的
技

術
進

歩
が

存
在

す
る

な
ら

ば
,

最
大

可
能

な
成
長

率
は

そ
れ

だ
け

高
く

な
る

.

四
競

争
市

場
と
大

域
的

安
定

性

競
争
市

場
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

,
我

々
の

干
デ

/
i

/

に
い

か
に
作

用

す
る

か
を
吟

味
す

る
.

点
(
k

,
”
)

の
自

律
的

運
動

を
知

る
た

め

に
微

分
方

在
式

(
8
)
-
(

9
)

か
ら

,
P
h

a
s
e-

d
i
a
g

r
a

m
を
作

成

す
る

.
任

意
の
初

期
状

態
(
k

o
,

W
.)

か
ら
出
発

す
る

(
8
)
-

(
9
)

の
解

の
運

動
は

,
i

-
-

の
時

,

(
1
)
(

2
)

a
･
l
i

m
i
t

e
y

c
l
e

に
収

束
す

る
か

,

b
.
定

常
点

(
k

,

*
w

*)
に
収

束
す

る
か

の
い
ず

れ
か

で
あ

り
,

必
ず

定
常

点
に
収

束
す

る
,

保
証

は
な

い
.

F
i
g

.
1
は

1
i

m
i
t

c
y

cl
e

に
収
束

す
る
場

合
を

示
し

て
い

る
.

か
く

て
経

済
活

動
に
何

ら
の

政
策

が
な

さ
れ

ず
,

自
律

的
な
市

場
メ

カ
ニ

ズ
ム

だ
け

が
作

用
し

て
い

る
時

に
は

,
任

意
の
初
期

状

態
か

ら
出

発
す

る
経

済
が

黄
金

時
代

に
収

束
す

る
と

断
定

は
で

き

な
t/

･

l
i

m
i
t

c
y

el
e

に
収

束
し

て
周

期
的

変
動

を
繰

返
す

か
,

或
い

は

h
*

′

/

L

F
i

g
.

1

”
-
0

W
*

黄
金

時
代

に
収
束

す
る

か
ほ

,
生

産
関
数

お
よ

び
労

働
市

場
の
超

過
需

要
関
数

の
形
状

,
さ

ら
に

モ
デ

ル
の
各

パ
ラ

メ
タ

ー

の
借

に

依
存

し
て

い
る

.
さ

ら
に
注

意
す

べ
き

こ
と

は
,

た
と

え
黄

金
時

代
に
収

束
す

る
と

し
て

も
,

黄
金

時
代

に
到

達
す

る
の

に
無

限
の

時
間

を
必
要

と
す

る
こ

と
で

あ
る

.
理

論
的

に
は
無

限
の
時

間
が

か
か

る
と

し
て

も
,

実
際

に
は

短
期

間
で

十
分

に
黄

金
時

代
に
漸

近
す

る
な

ら
ば

,
政

策
的

な
要

請
は
満

足
さ

れ
る

の
で

あ
る

が
,

▼
■+

佐
藤

〔
6
〕

の
分

析
に

よ
れ

ば
,

単
純

な
新

古
典

派
の
■

モ
デ

ル
で

笥
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均
衡

値
に

9
0
%

回
復

す
る

の
に
数

十
年

か
ら
百

年
近

く
か

か
る

(
3
)

と
い

う
.

我
々

の
モ

デ
ル

に
お

い
て

も
長

期
間

を
必

要
と

す
る

な

ら
,

大
域

的
な
安

定
性

が
保

証
さ

れ
た

と
し

て
も

,
な

お
安

定
化

政
策

を
考

察
す

る
余

地
は
残

さ
れ

る
だ

ろ
う

.

以
上

の
叙

述
に

よ
っ

て
,

我
々

の
モ

デ
ル

が
何

ら
か

の
政
策

的

配
慮

を
必

要
と

す
る

こ
と

は
自
然

と
思

わ
れ

る
.

(
1
)

1
i

m
i
t

c
y

cl
e

に
つ

い
て

は
,

杉
山

[
1
3]

第
2
章

[
P

o
i
T
I
C
a
r
6

-

B
e
n
d
i
x

s
o
n

の
定

理
]

,
お

よ
び

占
部

[
1
5]

第
S

草
を

,
又
経

済

学
に
応

用
さ

れ
た

一

例
と

し
て

は
U

z
a

w
a
[

8
]

を
参

照
せ

よ
･

(
2
)

[
B

e
n
d
i

x
s
o
n

の
第

一

定
理
]

杉
山

[
1
3]

第
2

革
に

よ
れ

ば
,

1i
m
i
t

c
y

cl
e

が
存

在
し

な
い
条

件
は

,
(

8
)
-
(

9
)

の
右

辺
を

そ

れ
ぞ

れ
k

お
よ

び
W

で
偏

微
分

し
た

和
.

[
S
F
[
1

,
¢
(

W
)
]

-
1]

＋
k

U
'

.¢
′

が
一

定
符

号
に

な
る

こ
と

で
あ

る
.

上
式

の
符

号
は

生
産

関
数

,
超

過
需

要
関

数
の
形

状
お

よ
び

各
バ

ラ
メ

タ
一

に
依

存
し

て
い

て
.

一

義
的

に
は

定
ま

ら
な

い
.

す
な

わ
ち

1
i

m
i
t

e
y

cl
e

の
存

在
は
香

定

さ
れ

な
い

.
な

お
F
i
g

.
1

か
ら

明
ら

か
に
任

意
の
初

期
値

か
ら

出

発
す

る
軌

道
は

,
十

分
な

時
間

の
経

過
の

後
に

一

定
の

閉
領

域
内

に

と
ど

ま
る

こ
と

が
知

ら
れ

る
.

こ
の

こ
と

は
上

記
の

[
P

oi
n
c
a
r
61

B
e
n
d
i

x
s
o
n

の
定

理
]

を
応

用
す

る
の

に
必

要
で

あ
る

.

(
3
)

調
整

時
問

の
問
題

に
つ

い
て

の
佐

藤
[

6
]

は
,

も
ち

ろ
ん

小

論
と

ほ
異

な
る

モ
デ

ル
で
分

析
し

て
い

る
.

し
か

し
労

働
市

場
に
超

過
需

要
関
数

を
加

え
た

我
々

の
モ

デ
ノ
レ

で
は

,
さ

ら
に

よ
り
長

い
期

問
を

必
要

と
す

る
こ

と
が

,
推

測
さ

れ
る

,

五
安

定
化

計
画

Ⅰ

競
争

市
場

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
よ

っ
て

ほ
,

黄
金

時
代

が
必

ず
し

も
保

証
さ

れ
て

い
な

い
な

ら
ば

,
そ

し
て

も
し
保

証
さ

れ
る

と
し

て
も
非

常
に
長

い
時

間
が

必
要

と
さ

れ
る

な
ら

ば
,

政
策

的
に
黄

金
時

代
を
実

現
さ

せ
る
安

定
化

政
策

を
計

画
す

る
こ

と
は
意

味
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
.

こ
の
節

で
は

,
任

意
の
初

期
状

態
に

あ
る
経

済
を
極

小
時

間
で

黄
金

時
代

に
到

達
さ

せ
る
計

画
を
考

察
す
､
る

.
積

極
的

労
働

政
策

は
労
働

市
場

の
流

動
化

政
策

と
共

に
労

働
の
超

過
需

要
関

数
を

シ

フ
ト

さ
せ

る
.

政
策

当
局

は
,

一

定
の
範

囲
内

で
,

各
種

の
労

働

政
策

の
集

約
的

結
果

と
し

て
こ

の
関

数
を

シ
フ

ト
さ

せ
る

こ
と

が

可
能

で
あ

る
と

し
よ
う

.
例

え
ば
労

働
市

場
が
逼

迫
し
失

業
率

が

減
少

し
て

実
質

貸
金

が
過

度
に

上
昇

す
る
時

,
政

策
当

局
ほ

も
し

望
む

な
ら

ば
,

そ
の

労
働

政
策

を
徹

底
さ

せ
て
超

過
需

要
関

数
を

シ
フ

ト
ダ

ウ
ン

し
て

市
場

を
沈

静
す

る
こ

と
が

で
き

る
.

ま
た
逆

に
労
働

市
場

が
沈

滞
し

失
業

率
が

高
く

実
質

貸
金

の
下

落
が

顕
著

で
あ

る
時

に
は

,
政

策
的

に
超

過
需

要
関

数
を

シ
フ

ト
ア

ッ
プ

さ

せ
;

実
質

賃
金

の
大

幅
な

切
下

げ
を

回
避

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ

C
Q

く;
⊃

▼

･
+
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る
.つ

ま
り

計
画

Ⅰ
に

お
け

る
積

極
的

労
働

政
策

は
,

以
下

の
よ
う

に
定

式
化

さ
れ

る
.

伊
-

u
[
k?

(
W
)
]
＋

x
(

9
)

′

∬
は
政
策

的
な

シ
フ

ト
パ

ラ
メ

タ
-

で
,

時
間

に
つ

い
て

p
i

e
c
e

-

v
i

s
e

e
o
n
t
i

血
o
1
1
S

で
あ

り
,

p
≦

∬
≦

虎
,

_ x
<

0
<

B
,

U
(
0
)
＋

丘
<

0
<

U
(
1
) ‾
＋

夢

を
満

足
す

る
と
･
し

よ
う

.
虎

,
多

は
そ

れ
ぞ

れ
経

済
で

許
容

さ
れ

る

シ
フ

ト
パ

ラ
メ

タ
-

の
上

限
と

下
限

で
あ

る
.

政
策

当
局

は
こ

の

範
囲

内
で

∬
を
操

作
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
.

(
1
)
(
2
)

[
時

間
最

適
計

画
]

任
意

の
初

期
状

態
(
k

o
,

W
o)

か
ら
最

短
時

間
で
定

常
点

(
k

*

『
り

に
到

達
さ

せ
る

.

(
3
)

制
約

条
件

は
(

8
)
-
(
9
)

′
の
微

分
方

程
式

で
,

こ
の
時

-
ミ

ル
ト

ン
関

数
3
e
は

,

3
e

-

?
1[

S
F
[
k

,
坤
(

W
)
]

-

1
k]

＋
p

2[
U
[
坤
(

W
)
]

＋
x]

で
あ

り
,

補
助

変
数

ベ
タ

r
/
レ

(
p

l
,

P
2)

は
0

で
な

い
連

続
的

な
時

間
の
関

数
で

あ
る

.
計

画
が

最
適

で
あ

る
た

め
の

必
要

条
件

を
求

め
よ

う
.

[
必

要
条

件
]

i
m

D a
X

3
e
(
k

,
W

,
x

･
p

l
･
P

2)
⇔

m

D a
X

P
2
X

i
i

-
¢

1
-

P
l[

S
F
[
1

,
¢
(

W
)
]
-
J
]

十
p

2
U

′¢
(

W
)

i
i
i

-
¢

2
-

P
I

S
F

2[
1

,
¢
(

W
)
]
¢

′(
W
)

＋
p

2
U

'坤
′

i
v

A
-
s
F
[
1

,
¢
(

W
)
]
k
-
1
k

v
Ti

'
-

u
[
k
Q
(

W
)
]

＋
x

i
よ

り
明

ら
か

に
p

2
の
符

号
に

よ
っ

て
x

の
値

が
定

ま
る

か

ら
,

?
2

の
符

号
で

二
つ

の
p
b

a
s
e

に
分

類
す

る
.

P
h

a
s
e

l
･

p
2
>

0
,

a
-
磨

政
策

当
局

が
超

過
需

要
関

数
を

そ
の

上
限

ま
で

シ
フ

ト
ア

ッ
プ

さ

せ
た
状

態
で

必
要

条
件

i
v

,
Ⅴ

は
,

i
v

k
-
s
F
[

1
,
?
(

W
)
]
k
-
)
k

v
伊

-
u
[
坤
(

W
)
]

十
虎

と
な

る
･

こ
の
時

,
点

(
k

,
W
)

の
運
動

は
F
i
g

.
7

で
示

さ
れ

る
,

こ
れ

は
F
i
g

.
1

で
Ti

'
-
o

の
曲
線

を
シ

フ
ト

ダ
ウ

ン
さ

せ

た
も

の
に
他

な
ら

な
い

.

P
h

a
s
e･

2
･

p
2
<

0
･

x
-_

a
2

政
策

当
局

が
超

過
需

要
関

数
を

そ
の

下
限

ま
で

シ
フ

ト
ダ

ウ
ン

さ

せ
た

状
態

で
あ

り
,

必
要
条

件
の

i
v

と
Ⅴ

は
,

i
v

A
-
s
F
[
1

,
¢
(

W
)
]
k
-

1
k

v
Ti

'
-

u
[
坤

(
W
)
]

＋
g

亡
r)

く
⊂
)

I
-1



′
ヽ

＼亡
〉

＼{
)

)
)

中ll樵”ll＋1く鯨
か

料a#I

F
i
g

.
2

丘
-
o

-
一

一
ー

舟
-

a

-

舟
-
o

W
＋

と
な

る
.

.氏
(
k

,
W
)

の
運
動

は
F
i
g

.
8

で
示

さ
れ

る
･

こ
れ

は
F
i
g

.
1

で
fV

-
o

の
曲

線
を

シ
フ

ト
ア

ブ
プ

さ
せ

た
も

の
に

他
な

ら
な

い
.

p
h

a
s
e

1- .
2

に
お

い
て

,
微

分
方
程

式
i

v
.
v

の
定

常
点

-
の

任
意

の
初

期
値

か
ら

の
運

動
は

t
一

∞
の
時

,
前

節
の
結

果
と

同

様
で

,

(
a
)

l
i

m
i
t

e
y

e
l
e

に
収

束
す

る
か

,

(
b
)

定
常

点
に
収

束
す

る
か

か

′

J
′

+

ド
Ⅳ

-
0

_
/

W
-

A

F
i
g

.
3

k
-
o

Ⅳ
*

の
ど

ち
ら

か
で

あ
る

.

か
く

て
(

a)
,
(
b
)

い
ず

れ
の
場

合
に

も
F
i
g

.
2

,
F
i
g

.
3

の

太
い
矢

印
で

示
さ

れ
る
様

に
,

点
(
k

,

*
w

*)
に
到

達
し

て
k
-

W

平
面

を
二

分
す

る
経

路
が

,
微

分
方

程
式

の
解

の
一

意
性

に
よ

っ

て
,

そ
れ

ぞ
れ

一

個
ず

つ
存

在
し

P
h

a
s
e

1-
2

を
組

合
わ

せ
て

(
4
)

F
i
g

.
4

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
.

最
適

制
御

を
要

約
し

よ
う

.

(
a
)

初
期

値
が

太
線

A
-
B

よ
り

上
方

に
あ

る
場

合

一寸
1

く
⊂
)

-

･
1



智
i

g
.
i

A

h
＋

k
o

.
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′

_
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r
ヽ

＼
⊂

l

＼
J

W
＋

最
初

に
x

-
虎

と
す

る
.

や
が

て
経

済
は

太
線

A
に
到

達
す

る
.

こ
の
時

x
-

夢
に

s
w
i
t
c
h

す
れ

ば
,

黄
金

時
代

(
k

,

*

w
*)

に

到
達

す
る

.

(
b
)

初
期

値
が

太
線

A
-
B

よ
り

下
方

に
あ

る
場

合

最
初

に
x

-

_
3

と
す

れ
ば

,
や

が
て

太
線

B
に
到

達
す

る
.

こ
の

時
x

-
虎

に
s

w
i
t

c
h

す
れ

ば
よ

い
.

(
e
)

初
期

値
が

太
線

A
上

に
あ

る
場

合

a
-

3
と
す

れ
ば
経

済
ほ
直

技
黄

金
時

代
に
到

達
す

る
.

(
a
)

初
廟
痛

が
太
線

B
上

に
あ

る
東

谷

a
-
涼

と
す

れ
ば
経

済
は
直

接
黄

金
時

代
に
到

達
す

る
.

最
後

に
(

a)
-

(
a
)

に
よ

っ
て

黄
金

時
代
_
に
到

達
し

た
な

ら
ば

,

α
-
0

と
す

る
.

す
な

わ
ち

労
働

市
場

の
競

争
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
任

せ
れ

ば
,

経
済

は
永

続
的

に
黄

金
時

代
に

と
ど

ま
る

.

次
に
最

適
計

画
が

実
行

さ
れ

て
い

る
時

の
労
働

の
超

過
需

要
関

数
に
注

目
し

よ
う

.

い
ま

初
期

値
が

F
i
g

.
4

の
よ
う

に
与

え
ら

れ
た

と
す

る
.

こ

の
時

政
策

当
局

は
超

過
需

要
関

数
が

,
そ

の
上

限
に

シ
フ

ト
ア

ッ

プ
さ

れ
る

よ
う

な
労

働
政

策
を
遂

行
す

る
.

就
業

率
は

下
落

し
賃

金
上

昇
率

も
鈍

化
す

る
.

や
が

て
政

策
は
変

更
さ

れ
下
限

に
ま

で

シ
フ

ト
ダ

ウ
ン

さ
れ

る
労
働

政
策

が
採
択

さ
れ

る
.

就
業

率
は

上

昇
し

,
一

時
急

激
に

大
幅

と
な

っ
た

賃
金

下
落

率
も
漸

時
小

幅
に

な
る

.
就

業
率

が
u

*
に

な
り

完
全

雇
用

が
達

成
さ

れ
た

時
点

で
,

政
策

は
再

び
変

更
さ

れ
,

競
争

市
場

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
復

活
し
計

画
は

終
了

し
て

,
経

済
は

黄
金

時
代

に
到

達
す

る
.

上
記

の
経

過
は

F
i
g

.
5

の
太

い
矢

印
で

示
さ

れ
る

.

(
1
)

時
間

最
適

問
題

で
は

,
グ

ェ
･
ゲ

･
ポ

ル
チ

ャ
ン

ス
キ

ー

[
1
4]

第
一

革
,

第
二

革
を

参
考

に
し

た
.

1q也ヽ
`1



(

C
く)

＼
こ
)

)

味
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Ⅳ

F
i
g

.
5

U
(

u)
＋

=
〟

*

U
(

u)

U
(

～)
＋

&
/

(
2
)

時
間
最

適
の
経

済
学

-
の
応

用
と

し
て
例

え
ば

,
K

u
r
z
[

1
]

が
あ

る
.

同
論

文
に

対
す

る
簡

潔
な

コ
メ

ン
ト

は
厚

見
[

9
]

p
l
1

6
で
与

え
ら

れ
て

い
る

.
小

論
は

i)
均

衡
経

路
の
存
在

,
ii)

均

衡
経

路
-

i
-

c
o

の
と

き
漸

近
す

る
か

香
か

の
二

点
に

つ
い

て
確

認

し
て

い
る

.
厚

見
の

K
l
l
r
Z

に
対

す
る
批

判
は

,
i)

,
i
i)

に
つ

い

て
K

u
r
z
が
確

認
せ

ず
に
時

間
最

適
の
問
題

を
分

析
し

た
点

に
あ

る
.

従
っ

て
我

々
の
分

析
は

厚
見

の
批

判
を

免
が

れ
る

と
思

わ
れ

る
･

(
3
)

本
節

の
計

画
Ⅰ

の
モ
デ

ル
は

,

t第
二
節

で
揖

示
さ

れ
た

モ
デ

ル

に
政

策
手

段
変

数
x
を
加

え
て

計
画

モ
デ

ル
と

し
て

の
自

由
度

を
許

篭ヽ･
+

し
て

あ
る

.

(
4
)

も
し

(
a)

の
1
i
r
n
i
t

c
y

cl
e

が
P
h

a
s
e

l-
2

で
定

常
点

(
k

*

,

『
り

を
含

む
な

ら
ば

,
太

線
の
矢

印
が
存

在
せ

ず
,

最
適

計
画

を

解
く

こ
と

は
出
来

な
い

.
我

々
は

こ
の

よ
う

な
場

合
を
排

除
す

る
･

六
安

定
化

計
画

II

前
節

で
は
黄

金
時
代

-
到

達
す

る
た

め
の
最

短
時

間
問

題
を
考

察
し

た
.
解

が
最

適
で

あ
る

た
捌

こ
は

,
政

策
手

段
変

数
で

あ
る

超
過

需
要

関
数

の
シ

フ
ト

パ
ラ

メ
タ

ー

∬
が

,
そ

の
上

限
お

よ
び

下
限

を
交

互
に
取

ら
ね

ば
な

ら
な

か
っ
た

.
こ

の
よ

う
に

政
策

の

内
容

が
極

端
に
変

動
す

る
計

画
は

,
そ

の
遂

行
に

あ
た

っ
て

困
難

な
点

が
多

い
と
思

わ
れ

る
.

実
践

的
な
見

地
に

立
て

ば
,

計
画

は
で

き
る

だ
け
変

動
の
幅

が

小
さ

い
方

が
望

ま
し

い
.

安
定

化
計

画
で

あ
る

な
ら

ば
,

特
に

こ

の
こ

と
は
強

調
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
.

こ
の
節

で
は

,
手
段

変
数

と
し

て
就

業
率

u
に
注

目
す

る
.
積

極
的

労
働

政
策

を
こ

こ
で

は
,

就
業

率
を
直

接
挽
作

可
能

に
す

る

も
の

と
解

釈
す

る
.

も
ち

ろ
ん

労
働

市
場
流

動
化

政
策

そ
の
他

の

労
働

攻
策

の
援

用
が
必
要

と
さ

れ
る

こ
と

は
い

う
進

も
な

い
･

チ
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段
変

数
u

ほ
時

跡
こ

つ
い

て
の

f
,i

e
c
e

w
i

s
e-

c
o

n
ti

n
1
1
0
1
1
S

な
関

数
で

そ
の
定

義
域

は
,

y
≦

u
≦

滋
,
0
≦

些
<

u
*

<
滋
≦

1

で
,

虎
と

型
は

そ
れ

ぞ
れ

経
済

に
許

容
さ

れ
る
就

業
率

の
上

限

と
下

限
で

あ
る

.
政

策
当

局
は

,
こ

の
範

囲
内

で
就

業
率

を
上

記

の
労

働
政

策
に

よ
っ

て
直
接

操
作

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

と
し

よ
う

.

そ
こ

で
政

策
当

局
は

,
就

業
率

を
操

作
し

て
任

意
の
初

期
状

態

か
ら
黄

金
時

代
経

済
に

至
る

,
o
v

e
r
t
i

m
e

の
p

e
r-

c
a
p
i
t
a

の
資

本
ス
■
ト

ツ
タ

お
よ

び
就

業
率

の
均

衡
値

か
ら

の
承

離
を
極

小
に

す

る
と

し
よ
う

.
す

な
わ

ち
,

こ
れ

ら
の
経

済
諸

量
の
変

動
を

で
き

る
だ

け
少

な
く

す
る

と
い
う

意
味

で
の
安

定
化

政
策

を
考

察
す

る

(
1
)

[
均

衡
値

か
ら

の
葬

離
を
極

小
に

す
る
計

画
]

目
的

関
数

は
,

次
の

よ
う

な
汎

関
数

で
あ

る
.

-

u a
x

f
(

3
)

制
約

条
件

は
,

(
2
)

-

[
(
k
-

k
')

2
十
(

u
-

u
')

2]
d
t

-
A

-
s
F
[
k

,
u]

-

1
k

.

投
資

の
s
h

a
d

o
w

p
ri

c
e

を
p
(
i)

と
す

れ
ば

,
計

画
II

に
お

け

る
-
ミ

ル
ト

ン
関
数

3C
は

,

3
e

-

-
[
(
k

一

年
*)

2
＋
(

u
-

u
*)

2]
＋
p
k

と
な

る
.

[
必

要
条

件
]

i
m

u a
x

3
e
(
k

,
u

,
p

･)

i
i

l
p

-

¢
-

-

2
(
k
-

k
*)

＋
p
S
F

l[
k

,
u]

i
i
i

i
-
s
F
[
k

,
u
]

-

1
k

i
v

t
i

n
p
(
i)

-
0

8
ー

0
0

最
適
解

が
存

在
す

る
に

ほ
,

上
式

を
満

足
す

る
連

続
関

数
p
(
i)

が
存

在
し

な
け

れ
ば

な
ら

な ■
い

.
i

よ
り

,

m

u a
x

3e
(
k

･
u

,
p
)

⇔
m

u a
x
-
[

u
-

u
*]

2
＋
p
s
F
[
k

,
u]

だ
か

ら
s
h

a
d

o
w

p
ri

c
e

9
フ

の
符

号
に

よ
っ

て
二

つ
の

c
a
s
e

に

分
け

る
こ

と
が

で
き

る
.

P
h

a
s
e

l
.

p
(
i)

>
O

aB
-
⊥

2
＋
p
S
F

2
2[

k
,

u]
<

O
a

u
2

従
っ

て
関

数

∂
3
e
(
k

,
u

,

a
u

-

2
(

u
-

u
*)

十
?
S
F

2[
k

,
u]

hく
⊂
)

ヽ
■

･
}+



(⊂
)

h)

か】l鯨*ll十1く#粕a蟹I

は
u

に
つ

い
て

単
調

減
少

関
数

で
,

上
式

ほ
u

-

型
で

2
(

u
*

-

u)
＋

p
S
F

2[
k

,
u]

>
0

と
な

る
か

ら
,
(

a)
a

iZl
u

-
u
≧

o
と

(
b
)慧
ト

ニ
叫
<

0
の

二
-

の
s
1
1
b-

c
a

s
e

に
分

け
て

考
え

る
.

′
(

a)
な

ら
ば

関
数

3e
は

u
の
定

義
域

で
単

調
増

加
関
数

と
な

る
か

ら
u

-
虎

で
3
e

は
極

大
と

な
り

,
(
b)

な
ら

ば
u

*

<
u
(
k

,

p
)

<
il

と
な

る
u
(
k

,
p
)

で
3
e

は
極

大
と

な
る

.

･
a)

p
≧造

岩
の
時

,
u

-
滋

･

前
節

と
同

様
に

P
h

a
s
e ‾

d
i

a
g

r
a

m
を
作

成
す

る
た

め
に

以
下

の

関
係

が
必

要
で

あ
る

.

(
4
)

¢
妄

0
⇔

p
[
}
-

S
F

l[
k

,
il]

]
妄

2
(
k

*

-
k
)

纏
o

⇔
s
F
[
k

,
滋
]

引
k

･
b
)

p
<志

諾
の
時

,
u

-
u(

k
,

?
)

･

た
だ

し
u
(
k

,
p
)

は
,

-
2
[

u
(
A

,
?
)

-

u
']

＋
p
S
F

2[
k

,
u
(
k

,
p
]

-
o

を
満

足
す

る
.

こ
の
時

¢
妄

0
⇔

p
[
1
-

S
F

l[
k

,
u
(
k

,
p
)
]
]

妄
2
(
k

*

-
k)

緯
o

⇔
s
F
E
k

,
u
(
k

,
?
)
]
弓
碑

P
h

a
s
e

2
･

p
(
i)

<
O

p
h

a
s
e

l
･
と

同
様

に
(

a)冨1
u

-

些
≦
0

と
(
b
)冨
ト

ニ

些
,

0

の
二

つ
の

s
1
1
b

c
a

s
e

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

.

(
a)

p
≦蓋

諾
の
時

,
礼

-
臥

¢
き

o
⇔

p
[
}

-

S
F

l[
k

,
彰
≦
]
2(

k
*

-

k
)

繕
o

⇔
s
F
[
k

,
笹
]

喜
I
k

(
b)

p
,蓋

諾
の
時

,
u

-
u
(
k

,
p )

.

た
だ

し
u
(
k

,
p
)

は
,

笹
<

u(
k

,
p
)

<
u

*

で

(
6
)

-
2
[

u
(
k

,
?
)
-

u
*]

＋
p
S
F

2[
k

,
u
(
k

,
p
)
]

-
0

に
よ

っ
て

定
ま

る
,

¢
妄

0
⇔

p
[
}
-

S
F

l[
k

,
u
(
k

,
p
)
]
雲

2(
k

*

-
k)

纏
o

⇔
s
F
[
k

,
u(

k
,

p
)
]

引
k

P
h

a
s
e

1
-

2
を
統

合
す

る
と

F
i
g

.
6

を
作

成
す

る
こ

と
が

で

き
る

.
F
i
g

.
6

は
p

e
r-

c
a
p
i
t

a
の
資

本
ス

ト
ッ

ク
と
投

資
の

s
h

a
d

o
w

p
r
i
c
e

が
対
応

し
,

点
線

は
p

>
0

で
は

2(
i
i
-

u
*)

P
=

面
詰
訂
石

,

p
<

0
で

は
,

(
b

ミ
D

ヽ
､+



2(
y

-

u
')

?
=

面
;
瓦
‾盲

ヨ

を
示

し
て

,
P
h

a
s
e

1
-

2
の

s
1
1
b-

c
a
s
e

の
境

界
と

な
っ

て
い

る
･

必
要
条

件
を
満

足
す

る
経

路
は

,
太

線
の

矢
印

で
示

さ
れ

る
･

次
に
最

適
制
御

を
p

e
r-

c
a
p
i
t

a
の
資

本
ス

ト
γ

ク
と

対
応

さ

F
i
g

.
6

〟
-
0

h
-
0

ド
aま
豆Ie}
′′
>

Oi
l”滋哨哩咲尊
く(

▼
1

h)

-
ーJ

一

､
-

-
-

I
-

-

､

､
-

-
-

-
-

-
-

-
-

k
*

A -
_

-
-

-
-

一

t
l

u
＋

”

F
i
g

.
7

L
C

-

/
/

4 ;
-.
0

｢

互
h

事
k

せ
る

と
F
i
g

.
7

を
得

る
.

こ
の
最

適
解

に
従

え
ば

,
任

意
の
初

期
値

か
ら
出
発

す
る
経

済

は
,

k
の
値

に
対

応
す

る
就

業
率

を
振

作
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
,

変
動

を
極

小
に

し
な

が
ら

,
十

分
な
時

間
の
経

過
の
後

に
黄

金
時

(
5
)

代
に
到

達
す

る
.

い
ま

k
.
>
芳

と
し

よ
う

.
こ

の
時

,
対

応
す

る

最
適
就

業
率

は
y

で
あ

り
,

政
策

当
局

が
し

ば
ら

く
こ

の
値

に

就
業
率

を
と

ど
め

て
お

く
な

ら
ば

,
や

が
て

k
-
冠

と
な

る
･

O
)

k
<
髭

で
は

対
応

す
る
最

適
な
就
業

率
は

u
-

u
(
k

,
p
)

で
あ

り
,

笥
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就
業

率
は
漸

増
さ

せ
ね

ば
な

ら
な

い
･

そ
し

て
k

が
減

少
し

7:.
k

*
に
到

達
す

る
昧

最
適

就
業

率
は

u
*

で
あ

る
.
初

期
状

態

が
k

よ
り

も
左

に
あ

る
時

も
同

様
に

し
て

,
対

応
す

る
最

適
就
業

率
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
.

計
画

Ⅰ
の
最

適
解

の
よ

う
に

手
段

変
数

が
極

端
に
変

動
す

る
こ

と
は

な
い

･
従

っ
て

一

般
的

に
は
黄

金
時

代
へ
到

達
す

る
の

に
必

要
と

す
る
時

間
は
長

く
な

る
が

,
計

画
自

体
は

比
較

的
ゆ

る
や

か

な
内

容
で

あ
り

,
計

画
の

遂
行

に
際

し
て

は
障

害
も

少
な

く
実
際

的
で

安
定

化
政

策
と

し
て

は
安

当
と
思

わ
れ

る
.

な
お

計
画

Ⅰ
,

II
は

い
ず

れ
も
有

限
の

計
画

期
間

で
卒

る
.

有

限
の
計

画
期

間
で

は
,

例
え

ば
タ

ー

ン
パ

イ
ク

定
理

の
よ

う
に

,

計
画

終
了
後

の
状

態
が
問

題
に

な
る

･
し

か
し
我

々
の
計

画
で

は
,

計
画

終
了

後
は
東

金
時

代
に
永

続
的

に
と

ど
ま

る
こ

と
を

計
画

の

内
容

と
し

て
お

り
,

終
了
後

の
状

態
に

つ
い

て
の
問
題

は
生

じ
な

L
ヽ

.

(
1
)

P
o

n
t

ri
y

a
g
i
n

e
t

･
a
l
[
5
]

の
最

大
原

理
を
使

用
し

た
.

(
2
)

t
o
,

t
l

は
そ

れ
ぞ

れ
計

画
開

始
時

息
お

よ
び
東

金
時

代
に

到

達
し

て
計

画
が
終

了
す

る
時

点
を

示
し

て
い

る
.

(
3
)

計
画

Ⅱ
で

は
,

計
画

Ⅰ
と

比
較

し
て

制
約

条
件

を
一

つ
に

し
内

生
変

数
で

あ
っ

た
u

を
手

段
変

数
と

し
て

計
画

モ
デ

ノ
レ
と

し
て

の
自

由
度

を
維

持
し

て
あ

る
.

(
4
)

i
-
S
F

l[
k

,
i
l]

を
満

足
す

る ■
h

は
滋

の
と

り
方

に
よ

っ
て
容

2-
+

易
に

k
'
>
k

と
な

る
.

(
5
)

-
2
[

u(
k

,
p)

-
u

*]
＋
p
s

F
2[
k

,
u(

k
,
p
)
]

-
o

が
望
≦

u(
k

,
p
)

≦
il

で
二
根

を
も

つ
可

能
性

ほ
単

純
化

の
た

め
に
排

除
す

る
.

(
6
)

弄
お

よ
び

毎
は

,
そ

れ
ぞ

れ
F
i
g

.
6

で
太
線

の
矢

印
で

示

さ
れ

る
最

適
経

路
と

点
線

と
の
交

点
で
定

義
さ

れ
る

.

七
結

語

小
論

で
得

ら
れ

た
結

論
の

う
ち

主
要

な
点

を
整

理
し

よ
う

.

[
1
]

労
働

市
場

の
超

過
需

要
関

数
を
含

む
マ

ク
ロ
成

長
モ

デ
ル

は
,

自
律

的
な
市

場
の

メ
タ

ニ
ズ

ム
の

み
に

よ
っ

て
は

,

一

意
的

に
存
在

す
る
黄

金
時

代
の

大
域

的
安
定

性
を

必
ず

し
も
保

証
さ

れ

な
い

.

[
2
]

労
働

政
策

を
手

段
と

し
て
政

策
当

局
が

,
安

定
化

政
策

を

遂
行

す
る
時

,
任

意
の
初

期
状

態
か

ら
出

発
し

て
黄

金
時

代
の
経

済
に
到

達
す

る
時

間
最

適
計

画
と

,
黄

金
時

代
の
経

済
か

ら
の
蔀

離
を
極

小
に

す
る
最

適
計

画
の

双
方

に
つ

い
て

,
若

干
の

付
加

的

な
供

定
の

下
で

そ
の

必
要
条

件
が

得
ら

れ
る

.

汝
に

計
画

II
で
就

業
率

を
手

段
変

数
に

し
た

こ
と

の
問

鳳
点

を

指
摘

し
よ

う
･

就
業

率
を

手
段

変
数

に
す

る
時

,
具

体
的

に
は
就

業
機

会
を

調
節

す
る

た
め

の
労

働
諸

施
策

,
と

く
に
積

極
的

労
働
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(

r
つh)

政
策
尊

の
正
統
的

な
労

働
政

策
を
意
味

し
て

い
る

.
と

こ
ろ

で
我

々
の

モ
デ

ル
は
新

古
典

派
タ

イ
プ

で
あ

っ
て

,
K

e
y

n
e
si

a
n

モ

デ
ル

で
は

な
い

.
従

っ
て

,
P
h

e
l
p

s
[

3
]

の
よ

う
に
有
効

需
要

政
策

に
よ

る
雇

用
水

準
の
調

節
を
図

る
こ

と
ほ
考

察
の
外

に
あ

る
.

労
働

政
策

に
よ

っ
て

,
ど

の
程

度
有

効
に
就

業
率

を
操

作
し
得

る

か
香

か
は

,
さ

ら
に
吟

味
を

必
要

と
す

る
.

最
後

に
小

論
で

は
主

と
し

て
労
働

政
策

に
よ

る
安

定
化

政
策

を

考
察

し
た

が
,

お
よ

そ
全

て
の
経

済
政

策
は
各

種
の
財

政
,

金
執

労
働

e
t
c

･
の
政

策
の
併

用
に

よ
る

p
o
l
i
c
y

m
i

x
に

よ
っ

て
初

め
て

有
効

に
機

能
す

る
も

の
で

あ
り

,
成

長
モ

デ
ル

に
お

け
る

p
o
l
i
c
y

n
i

x
の
問

題
ほ

か
な

り
重

要
と

思
わ

れ
る

の
で

,
今
後

(
1
)

の
課
題

と
し

た
い

.

(
1
)

最
近

話
題

に
な

っ
て

い
る
所

得
政

策
の
議

論
は

,
理

論
的

に
は

こ
の
種

の
P

Ol
i
c
y

m
i

x
の
問

題
を
静

学
的

で
な

く
動

学
的

に
整

理

し
た

上
で

展
開

さ
れ

る
こ

と
が

,
特

に
必
要

と
痛

感
さ

れ
る

.

R
E
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E
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E
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1
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K
u

r
z
,
M

,

"

O
p
t
i

m
a
l

P
a
t
h

s
o
f

C
a
p
i
t
al

A
c
c
1
1

m
1
11

a
t
i
o
n

U
n
d

e
r

M
i

n
i

m
u

m
T
i

m
e-

O
b
j
e
c
ti

v
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E
c
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n

o
m

e
t
ri

c
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J

a
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1
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a
r
y

1
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〔
2
〕

L
i
p
s
e
y

,
R

･
G

･

"

T
h

e
R

el
a
ti

o
n

B
e
t

w
e
e
n

ロ
n

e
m
p
l
o
y

-

m
e
n
t

a
n
d

t
h

e
R

a
t
e

o
f

C
h

a
n
g

e
s

o
f

M
o
n

ey
W

a
g

e
R

a
t

e

i
n

th
e

u
n
i
t
e
d

K
i

n
g d

o
m

,
1
8
6
2
-

1
9
5
7
;

A
F

u
r
t
h

e
r

A
‡i

al
1
i
si

s
”

E
c
o
n

o
m
i
c
a

,
1
9
6
0

,
1
-

3
1

.

〔
3
〕

P
h

el
p

s
,
S

･
E

･

"

P
h
il
l
i
p
s

C
u
r
v

e
s

,
E

x
p
e
c
t
a
t
i
o
n

s
o
f

l
n
且

a
t
i
o
n

a
n
d

O
p
ti

m
al

ロ
n

e
m

p
l
o
y

m
e
n
t

,
O

v
e
r
t
i

m
e

”

E
c
o-

n
o

m
i

c
a

,
A

t
l
g

u
S
t

1
9
6
7

.

[
4
)

P
h
il
l
i
p

s
,
A

･
W

I

E
E
T
h

e
R

el
a
ti

o
n

B
et

w
e
e
n

U
n

e
m

p
l
o
y-

m
e
n
t

an
d

t
h

e
R

a
t

e
o
f

C
h

a
n
g

e
s

o
f

L
4
o
n

e
y

W
a
g
e

R
a
t

e

i
n

t
h

e
U

n
i
t
e
d

K
i
n
g
d

o
m

)
1
8
6
2
-

1
9
5
7

n

E
c
o
n

o
m

c
l
a

,
2
5

,

1
9
5
8

.

(
5
]

P
o
n
t
ri

y
a
g
i
n

,
I

,
.
S

.
a

n
d

o
t
h

e
r
s

.

”
T
h

e
M

a
t
h

e
m

a
t
i
c
a
l

T
h

e
o

r
y

of
O
p
t
i

m
a
l

P
r
o
c
e
s
s
e
s

”

(
t
r
a
n

sl
a
t
e
d

f
r
o

m
t
h

e

R
u

s
si

a
n)

,
P

e
r
g
a

m
o
n

P
r
e
s
s

1
9
6
4

.

[
6
]

S
a
t
o

,
R

.

H

F
i
s
c
a
l

P
oli

c
y

i
n

a
N

e
oI
C
l

a
s
si

c
al

G
r
o

w
t
h

M
o
d

el
‥

A
n

A
n

al
y
s
ュ
s

O
f

T
i

m
e

R
e
q
l
l
i
r
e
d

f
o
r

E
q

u
i
li
b

r
a-

t
i
n
g

A
d
j

u
st

m
e
n
t

”

T
h

e
R

e
v
i

e
w

o
f

E
c
o
n

o
m
i

c
S
t
u
d
i

e
s

,

F
e
b

r
u

a
r
y

1
9
6
3

.

〔
7
〕

T
o
b
i

n
,
J

･

"

A
D

y
n

a
m
i
c

A
g
g

r
e
g
a
t
i

v
e

L
4
o
d

e l
”

,

J
o
l
l
T
n

a
l

o
f

P
o
l
i
ti

c
a l

E
c
o
n

o
m

y
,

”

A
p

ri
l

1
9
5
5

.

〔
8
〕

U
z
a

w
a

,
E

.

〃

O
n

a
T

w
o-
S

e
c
t
o
r

M
o
d

el
of

E
c
o
n

o
m
i

c

G
r
o

w
t
h

”

T
h

e
R

e
v
i

e
w

o
f

E
c
o
n

o
m
i

c
S
t
l
l
d
i
e
s

,
3
0

,
1
9
6
3

.

〔
9
〕

厚
見

博
｢
最

適
成
長

理
論

の
展

望
+

筑
井

甚
吉

,
村

上
泰

売
編

『
経

済
成

長
理

論
の
展

望
』

第
5

亭
,

1
9
6
8

,

〔
1
0〕

熊
谷

尚
夫

そ
の
他

『
物

価
安

定
と
所

得
政

策
』

第
3
章

,
1
9
6
8

.

▼
■+

〔
1
1〕

商
売

進
｢
労

働
需
給

と
貸

金
決

定
+

数
量

経
済

研
究

シ
リ

ー

ズ
,

§
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1
9
6
8

.

〔
1
2〕

佐
藤

陸
三

『
経

済
成

長
の

理
論
』

第
1
S

草
,

1
9
6
8

.

〔
1
3〕

杉
山

昌
平

『
非

線
形

振
動

』
第

2
革

,
1
9
6
5

.

〔
1
4〕

グ
ェ

･
ゲ

･
ポ

ル
チ

ャ
ン

ス
キ

ー

『
最

適
制

御
の

数
学

的
方

染
』

坂
本

実
訳

第
2

章
,

1
9
6
8

.

〔
1
5〕

占
部

実
『
非

線
形

問
題
-

自
励

系
振

動
論

-

』
第

5
革

,
1
9
6
8

.

(
一

橋
大

学
大

学
院
博

士
課

藻
)

巴
▼

･
1




